











































































































































































































































き る。 こ の よ う な 働 き の 最 大 値 を 環 境 容 量















































































している。前者については 3. 1. 1で、後者について










































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































であろうか。米国での事例を 3. 2. 1で検討する。
3	環境評価と法解釈
3. 1　環境評価と環境指標





























































































































れによると、純便益が出せたのは、大気浄化法の PM、炭抗、燃料中の鉛の 3件、水質浄化法の鉄と有機化学物質の 2件、有害物質

































海域を 24億 ha の計112億として、その内訳は（gha
で表記する）生物生産力の度合いに応じて調整した




と比較する。たとえば、算出した EF が 3.6 gha で


















































































た MIPS と同じように、地表利用について関連させた「サービス単位当たり地表集約度」を暫定的に FIPS と定義している（176-184



































































































ある。Sierra Club v. Morton 事件の影響で環境市
民訴訟が激増したとされている。さらに、1973年









年の Valley Forge Christian College 事件 147）や 1984















の Lujan v. National Wildlife Federation 事件 152）と















意見の Laidlaw 事件 155）判決が出された。畠山は、
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